
氏名 論文題目

立松　沙耶華 京都という場所の消費―名勝庭園から考える京都の観光空間―

山下　未知瑠 ケサランパサランの物語

石川　舞 PTSDをめぐる言説と、その苦しみと共に生きる人々　-インターネット上に綴られる苦悩の物語-

谷口　礼 補完代替医療を実践する医師の世界観に関する質的研究

玉村　福太朗 ティーチング・アシスタントの有効な指導アプローチ

寺田　恵理 中学生用マルチメディア英語教材”Tokorozawa English Adventure Ⅲ”の総括的評価

西村　賢二 ひきこもり経験者のライフストーリー

稗田　裕子 画家としてのトーヴェ・ヤンソン―自己表象とフィンランド美術史―

前田　未加子 電磁場の生体影響―医療人類学的研究の試み―

横山　明典 高等学校における、生徒が抱く場所へのイメージについて

李　泰俊 高齢者住宅に対する消費者の期待と地域福祉ニーズ

足立　祐美子 認知症高齢者のBPSDに対する介入の特徴 ―個々の症状に焦点を当てて―

有賀　みさと 土方巽　暗黒舞踏　研究　―受苦的身体の呈示―

安保　恵理子 外見に関する不適応的な信念が身体不満足感に及ぼす影響

飯尾　美沙 
気管支喘息患児の家族を対象とした行動科学的アプローチ
―喘息管理行動に影響を与える要因検討およびそのテイラー化プログラムの開発―

石垣　久美子 
行動科学的アプローチ習得のための研修プログラムが健康相談活動における養護教諭の
自己効力感に及ぼす影響

石橋　千尋 観光まちづくりの動向と課題 ～持続可能な観光に向けた交通整備のあり方～

出野　尚 
The inhibitory and promotive effects of bone morphogenetic protein antagonist PRDC during osteoblastic
differentiation

伊藤　広幸 中脳縫線核セロトニン神経系の発達と性差

伊藤　嘉朗 企業ブランドイメージの構成要因に関する研究 ―日中における文化的視点からの検討―

永木　由佳 0.28MPa酸素暴露により生じた亜鉛欠乏ラットの肺組織障害

太田　千秋 
大学生の持つ就職活動イメージ尺度作成の試み
～就職活動イメージを形成する心理学的・社会的要因との関係～

大西　一樹 動画像非同期コミュニケーションシステムの開発研究

大野　真由子 うつ病により休職を繰り返す就労者の復職に向けた準備に関する検討

大橋　浩輝 実時間対話における韻律情報による予告と予測

荻島　優 地域社会における野宿者「受け入れ」論理　-東京都A公園の事例から-

小名　絵里香 韓国における施設高齢者の食生活を中心としたライフスタイルの現状 ―施設高齢者と在宅高齢者の比較より―

柏田　百代 
Modeling the temporal-spatial distribution of the Anopheles mosquito based on life history and surface
water conditions

片桐　麻優 ストライプパターンの識別特性及びドットパターンと点字との間隔が点字の触読容易性に及ぼす影響

金子　祥之 洪水対応をめぐる生活知の民族学的研究 ―利根川下流域の近世新田村を事例として―

兼子　唯 社会不安障害患者の他者評価および身体症状に対する注意バイアスの検討

亀石　由貴 学級活動における子ども主導による「話し合い」過程の発話分析

川口　尊男 インドネシア・ロンボク島における荒廃地緑化モデルの提案

木下　奈緒子 Word repeating technique による言語機能の変容とスピーチ不安の改善効果

栗原　愛 脱中心化が心配の緩和に及ぼす影響

黒田　久美子 
高齢者施設入居者における施設内レクリエーション参加と精神的、身体的健康の関係
―韓国の一長期療養施設での検討―

古関　光浩 がんセルフヘルプ・グループのつながりと場 ―物語と対話に基づく支え合いの文化―

小宮山　みなみ 自己開示の抑制と自伝的記憶の概括化の関連

小柳　花綾 重度肢体不自由者における支援技術のはたす役割と課題に関する研究

山段　亮子 要求阻止場面における内的調整に関する一心理学的研究 ―就職活動を中心として―

島　吉孝 運動が苦手な子どもに対する能力向上トレーニングにおける心理的効果

徐　實馨 心身に及ぼす内気功の効果に対する検討

菅間　薫 IL-17,neutrophil activation and muscle damage following endurance exercise

鈴木　洋子 ヒト白血球活性酸素種産生系を応用した各種物質作用の解析・評価法

角　沙織 児童における個人内の目標設定の位置づけが問題解決訓練の効果に及ぼす影響
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武井　優子 小児がん患者が退院後に抱える心理社会的問題の特徴と適応状態に及ぼす影響の検討

田中　沙知 高機能広汎性発達障害者の働く職場での支援に関する研究 ―観察調査と面接調査から―

丹野　恵 
集団における攻撃行動の維持に関する強化随伴性のアセスメントに基づく攻撃行動の減少を
目的とした介入の効果検討

角田　真奈 小学校における演劇ワークショップの臨床心理学的意味について

友員　彩夏 インターネット時代のポップミュージック―初音ミクとニコニコ動画に見るポップミュージックの受容と供給―

豊住　伸夫 児童自立支援施設における学習ボランティアの実践を通した学習・生活支援

豊田　航 凸点の高さと先端部の曲率半径が携帯電話の操作性に及ぼす影響及び凸バー・凸点の識別容易性

内藤　美菜子 高機能広汎性発達障害のある大学生の支援ニーズとニーズに基づく支援方法の検討

中上　綾子 慢性疼痛をめぐるナラティブ ―線維筋痛症の事例を通して―

中野　友加里 クラシックバレエを採り入れたフィギュアスケーターにおける表現力の習得過程

中村　愛 タクシードライバーの営業方略と事故の関係

中村　彩子 鉄道駅における歩きにくさおよび混み合い感からみた群集流動評価方法の考察

西川　恵 スケッチの変化からみた協働的なアート創造過程

野添　健太 刺激項目の提示間隔と処理様式の相互操作によるフォルスメモリの抑制効果

平尾　彰子 マウス肝臓体内時計への給餌性同調における栄養素の効果

平川　幸子 都市公園の植生変化　-有栖川宮記念公園を例として-

広田　優 断眠が主観的眠気・心身症状および作業能力に与える影響の検討

福田　理恵 高校教師の職場ストレッサーとストレス反応およびソーシャル・サポートの検討

細野　博美 育児におけるコーピングレパートリーの拡充がストレス反応低減に及ぼす効果

堀口　祐樹 e-lerningにおけるLow-Level Interaction を用いた学習者の行き詰まりの推定システムの開発

松尾　瑞穂 石川県における幼児の健康福祉に関する研究

緑川　裕美 高齢者における口腔衛生マネジメントの研究 ―フォーマティブリサーチおよび自助冊子への適用―

宮崎　球一 高い抑うつと不安を有する非臨床群における受動的処理と能動的処理

山内　千尋 アポトーシスに関するシグナル伝達オントロジーに基づくシミュレーション構築

山辺　さおり 中等教育におけるメンターが作成するブログの分析及びメンタリング手法の改善

山本　裕一 ストレスケア支援システムに関する研究　-音声感情によるストレス評価法の検討―

熊田　裕子 看護師の治療的コミュニケーションスキルと専門職としての自律性との関連の検討

渡辺　敬宣 誘目性を活かした教授法が記憶に及ぼす影響

綿引　麻美 友人関係の在り方を査定するための児童対人関係様式検査の作成

氏名 論文題目

大森　慶子 
特別な教育的支援を要する児童が在籍する通常学級における機会利用型社会的スキル訓練
～アスペルガー傾向の児童と周りの子どもたちとのかかわりに焦点をあてて～

佐々木　慈瞳 
ヴィパッサナー瞑想の実践による自己認知・他者認知と対人関係様式の変容プロセス―ブッダの
説く「而二不二」の実践として―

園田　淑子 スクールカウンセラーと養護教諭の連携の在り方と機能

土持　さやか 非行少年に対する更生プログラムの研究　～傷つき体験への心理的ケア・EMDR活用の可能性～

中川　宏子 小学校1年生の学級における社会的スキル訓練の効果検討　～向社会性の促進を目指して～

ノキ田　智奈美 子育て支援における「ゆるやかな場」の有効性

眞鍋　俊一 大学生の精神的健康と主観的健康感、生活習慣及び楽観性との関連

村松　雪絵 小学生の対人認知変容および学級満足感に及ぼす対話型写真ワークショップの効果

渡辺　由衣 育児場面における母親の苛立ち感情とその対処に関する研究　～コーピングへの評価に焦点を当てて～
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